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富国生命保険相互会社（代表取締役社長 渡部毅彦、以下「当社」）は、2026年4月1日より、主

力商品である「未来のとびら」（特約組立型総合保険(有配当/2022)）に付加する新たな特約として、

「はたらくささえプライム」(就業不能保障特約(2026))を発売いたします。 

 

 

病気やケガで入院や在宅医療を余儀なくされた場合、医療費の負 

担に加えて、就業できなくなることにより収入が減少・途絶するリスク 

にさらされることとなります。生命保険文化センターの調査によると、 

働けなくなった場合の経済的備えに対し不安を感じる人の割合は他 

のリスクに比べて高く、就業不能保障に対するニーズの強さがうかが 

えます。 

 

こうしたニーズに対応する商品として、現在当社は、所定の就業不能状態の継続期間が30日およ

び１年に達した場合にそれぞれ給付金・年金を支払う「はたらくささえプラス」（就業不能保障特約

（2022））を販売していますが、今回、より就業不能の実態に即した保障をお客さまに提供すべく上

記の新特約を開発しました。 

新特約「はたらくささえプライム」は、現行商品の保障内容に加えて、より短期の入院と中長期の就

業不能を対象とする２種類の給付金を新設することにより、短期から長期まで「働けないリスク」を幅

広くかつ切れ目なくカバーすることを可能とします。 

 

     のイメージ図 （特約給付金月額15万円の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
の発売について 

短期でも長期でも 

「働けない」をしっかり支える 

●世帯主の各リスクに対する経済的備え 

について「不安」を感じる人の割合 

 

出典：生命保険文化センター「2024（令和 6）

年度生命保険に関する全国実態調査」 
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１．発売の背景 

当社が実施した調査によると、30日未満の比較的短期間の入院でも一定期間の収入減少を

余儀なくされるケースが少なくなく、「10～29日」の入院では６割以上の方が収入減少を経験し

ています。また、入院の原因をみると、「悪性新生物」や「筋骨格系・結合組織の疾患」が上位

を占めており、退院後も通院やリハビリなどにより一定の就業制限が必要となることで収入減少

が生じている状況が想定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、入院日数が120日に及ぶような長期入院は、その原因の半数以上が「生活習慣病」であ

り、さらにその過半を占める「脳血管疾患」では、発症から１年以上が経過しても元通りに復職で

きない事例が少なくないとされています。その中でも、退院した後に通院でリハビリを続けている

など、現行商品の就業不能年金の支払事由に該当しないようなケースでは、経済的負担が深

刻化する可能性が懸念されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで、これらのケースにも対応すべく、10日以上の入院および120日以上の就業不能状態を

対象とする新たな保険給付を備えた「はたらくささえプライム」を発売し、就業不能にともなう経

済的負担を従来よりもさらに幅広く、切れ目なくカバーできるようにしました。 

●入院にともなう収入減少の有無 

 
●入院の原因傷病（入院期間：10-29 日） 

脳血管疾患

28%

脳血管疾患

以外

26%

出典：フコク生命Web調査（2025年 6月） 

               

出典：厚生労働省 「事業場における治療と仕事の 

両立支援のためのガイドライン」 

●入院日数 120 日に到達した原因傷病 

 
●脳血管疾患に罹患した労働者の復職状況 
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●入院期間ごとの収入が減少した期間 

 

悪性新生物

26%

筋骨格系･結合

組織の疾患

13%

不慮の事故

8%

循環器系

の疾患

7%

消化器系

の疾患

7%

その他

の疾患
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出典：フコク生命医療保険の支払実績 

（2022-2023 年度） 

発症から６カ月の

復職率

３割弱

発症から１年の

復職率

４割弱

出典：フコク生命医療保険の支払実績 

（2022-2023 年度） 

入院期間 収入減少あり

1-9日 43%

10-19日 62%

20-29日 63%

30-120日 65%



２．給付の仕組み・支払事由等 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給付金等の名称 
給付金等をお支払いする場合 

（支払事由） 
支払額 

短期収入サポート給付金 

病気（精神疾患および妊娠・出産にかかわるものを除く）や

ケガによる入院*が10日間継続したとき 

*日本国外の医療施設における入院は支払の対象外 

特約給付金月額 

就業不能給付金 

特約の保険期間中に、次のいずれかに該当したとき 

･病気（精神疾患および妊娠・出産にかかわるものを除く）

やケガによる入院・在宅医療が30日間継続したとき 

・精神疾患による入院が30日間継続したとき 

特約給付金月額 

×12ヵ月分 

（毎月支払） 

就業不能加算給付金 

（一時金） 

病気（精神疾患および妊娠・出産にかかわるものを除く）や

ケガによる入院・在宅医療が120日間継続したとき 

特約給付金月額 

×８ 

（一時金で支払） 

就
業
不
能
年
金 

第１回 
病気（精神疾患および妊娠・出産にかかわるものを除く）や

ケガによる入院・在宅医療が１年間継続したとき 
特約給付金月額 

×12 

第２回目以後 

年金支払期間中に到来する、第１回の就業不能年金の

支払事由に該当した日の年単位の応当日に生存している

とき 

 

３．保険期間・保険料払込期間および加入年齢範囲 

保険期間・保険料払込期間 加入年齢範囲 

10年 15歳～60歳 

15年 15歳～55歳 

20年 15歳～50歳 

 

▮就業不能加算給付金（一時金）

８ヵ月分（一時金で支払）

▮短期収入

サポート

給付金

１ヵ月分

▮就業不能

給付金

給付金支払期間

12ヵ月分（毎月支払）

▮就業不能年金

年金支払期間

生存の限り

70歳まで

入院

▲

10日間

継続

▲

30日間

継続

▲

120日間

継続

▲

１年間

継続

就業不能状態

（入院・在宅医療）



４．保険料例（被保険者30歳男性／口座振替月払） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保険期間 保険金額等 

収入保障特約＜逓減型＞（2022） 55歳まで 特約年金額 200万円 

生活障害保障特約（2022） 15年 500万円 

介護保障特約＜有期型＞（2022） 15年 100万円 

就業不能保障特約（2026） 15年 特約給付金月額 15万円 

医療保険（有配当/2022） 15年 
入院一時給付金額  15万円 

長期入院給付金日額 5,000円 

 

毎回保険料 10,820円 

 

以 上 

死亡保障

身体障がい

の保障

介護

の保障

就業不能

の保障
就業不能保障特約（2026）

介護保障特約＜有期型＞（2022）

生活障害保障特約（2022）
500万円

100万円

特約給付金月額 15万円

更新

更新

更新

医療保障 医療保険（有配当/2022）

入院一時給付金額 15万円

長期入院給付金日額 5,000円

更新

▲

45歳

▲

55歳

▲

30歳

収入保障特約＜逓減型＞（2022）

特約年金額 200万円


